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《第 50回銀河祭50 年のキセキ 今燃え上がれ～678人の心あったかいんだから～》 
第 50 回銀河祭にご来校いただき、多くの保護者の皆様・地域の皆様に生徒の活躍を見守ってい

ただき本当にありがとうございました。 
学校長は開祭式で「銀河祭」の命名の

由来について伝えました。「本校の『文
化祭』に『銀河祭』と名前がついたのは、
昭和４６年の第６回文化祭でした。皆さ
ん一人一人の輝きが集まって、銀河のよ
うに統一のとれた美しさや、調和のとれ
た美しさを生み出す銀河祭、そして躍動
感に溢れる銀河祭にしたいとの願いか
らでした。」 
そして閉祭式では「・・・洋裁部、合

唱部、吹奏楽部の皆さんの発表は、その
質の高さ、レベルの高さで、見るもの聴
くものの心をつかんで離さない素晴ら

しい発表でした。これはすべて、日頃の活動の積み重ねがあってこそのことです。そして、様々な
発表や企画を一層光り輝かせたのは、観る側・聞く側・参加する側の皆さんの気遣いや協力でした。
聞くべき時には心も傾け、楽しむときには大いに盛り上がり、そこには発表する側と受け取る側と
のつながりが生まれていました。また、一隅を照らしてくれた仲間がいたことも忘れてはいけませ
ん。例えば、縦、横が等間隔に真っ直ぐに並んでいた皆さんのイス。誰にとっても同じようにゆと
りある座席をつくってくれた仲間がいました。こうした一隅を照らす光が、銀河祭をより輝かせて
くれました。全校で創った銀河祭でした。『全校で一体感を味わえたこと』、『全校で達成感を味わ
えたこと』これこそが銀河祭テーマの『５０年のキセキ』でした。」と、生徒の追究を讃えました。 

～   ～   音楽会に寄せて   ～   ～ 
たくさんぶつかり合い、目一杯しょげかえって、だからこそより達成感や成就感を仲間と共有し

たくて正に全身全霊を打ち込んで、取り組んできたこれまでの追究でした。 
全校合唱「COSMOS」で始まった当日の音楽会は、ひとりひとりの、そしてクラスの、全校の、大

切な 大切な想いと、意地と、誇りと、創造力がほとばしった３時間でした。 
そんな音楽会に寄せた各クラス、学年の熱いメッセージとアイデア満載のイメージ画をどうぞ！ 

１年１組〈心の瞳〉 １年２組〈道〉 １年３組〈青春の１ページ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作詞作曲をしてくださった方の想い

を、自分たちなりに歌声にのせて伝

えられるように努力してきました。 

この「道」という曲は、サビの部分

のハーモニーがそろっていて、とっ

ても音がきれいです。 

パートの音が難しく覚えるのがと

ても大変でした。初めてのクラス

合唱なので、思い出に残るように

思いっきり歌いたいです。 

 



 

１年４組〈遠い日の歌〉 １年 5組〈明日へ〉 １年６組〈My own Road〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この曲は、パッフェルベルのカノン

という曲をもとにして作られた曲で

す。ゆったりとしたテンポが特徴な

ので、柔らかい感じで歌いたいです。 

「明日へ」という曲に照らし合わせ

てそれぞれのパートの声を聞きな

がら、クラス全員で元気に明るく歌

えるように頑張りたいと思います。 

サビのところを大きな声で心を躍

らせるように、歌いたいです。間

違えないように歌いたいです。テ

ンポ良く歌いたいです。 

 

1年 7組〈With You Smile〉 2 年 1組〈時を超えて〉 2年 2組〈Unlimited〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50 周年の銀河祭にふさわしい１年

として最高の合唱にする。みんなの

心がひとつになるように笑顔で楽し

く歌おう。 

自分の夢を叶えたいという願いと

精一杯の努力を歌った歌詞なので、

クラス全員の夢にエールを送る気

持ちで歌いたいです。 

クライマックスにかけて生きてい

ることの可能性、生きることの素

晴らしさが分かる曲です。２組の

力でさらに素晴らしくします。 

 

２年３組〈この地球のどこかで〉 ２年４組〈Together〉 ２年 5組〈つばめのように〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優しくでも少し力強く、友とは空の

下でつながっていることを忘れずに

想いを込めて歌います。 

ひとりひとりこの曲の歌詞をイメ

ージして歌います。みんなの声を合

わせてきれいな歌声を作り出せる

ように頑張ります。 

つばめのようになって空を飛びた

いという内容の歌詞です。空を飛

びたいという想いを伝えられるよ

うに歌いたいです。 

 



 

２年６組〈証〉 ２年７組〈旅立ちの時〉 ３年 1組〈桜の季節〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間の大切さを歌った曲です。この

曲にみんなで挑戦しようと決め、練

習してきました。仲間を信じ、気持

ちを合わせて歌います。 

この曲の歌詞はとても力強く感動

します。音楽会では３２人全員で良

い歌にします。 

最初は声が出なかったのですが、

みんなで練習を続けてきました。

半年で別れるクラスの仲間と共に

過ごせる時間を大切に歌います。 

 

３年 2組〈友～旅立ちの時～〉 3年３組〈あなたへ〉 3年４組〈Yell〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆずの北川悠仁さんが創った曲で

す。「友 さようなら そしてありが

とう」の歌詞があります。心を込め

てしっかり歌いたいです。 

しっかり声を出せるよう少人数で

練習してきました。各パートの主旋

律や曲のメリハリをつけて、悔いの

残らない合唱にします。 

卒業していく仲間達との最後の曲

なので、歌詞の意味を考えながら

歌い、中学校最後の銀河祭にふさ

わしい歌にしたいです。 

 

3年５組〈Fight〉 3 年６組〈遥か〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

聞いてくれている方が「頑張る！」

という気持ちになるように「がんば

れ」を大きく歌います。楽しく明る

く歌って元気になっていただく。 

このクラスで最後の合唱になるの

で、お世話になった人たち、クラス

の仲間、全てに感謝を込めて歌いま

す。 

 



3年〈聞こえる〉 1年〈Lets Serch for Tomorrow〉 2 年〈君とみた海〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時代の波を憂い、流される中高生に

問いかけている歌です。限りない未

来の可能性をもつ私たちが、どう生

きていくのか考えさせられます。 

学年のまとまりがさらに高まるよ

うに心を一つにして歌う。先輩達に

すごいと思われるような合唱にす

る。 

学年全員の歌声が響き合い、海の

ない長野県に、まるで海があるよ

うな気持ちになります。前奏とサ

ビに注目して聞いてください。 

 

温かい感慨の中で、真っ直ぐな情熱と努力に出会うと私たちは言葉を失います。今年、全校が集

まる時の静寂さを大切にしてきてくれた、これまでの生徒会の活動がありました。音楽会を終えて、

会場を後にする生徒諸君からはいつも以上の静寂感に、やり終えた充足感が伝わってきました。678

人ひとりひとりの物語が、学級の、学年の、そして学校全体として紡ぎ出された物語をもう少しこ

のまま味わっていたいと会場にいた私たちの多くが願っていました。 

昨年の第 49 回銀河祭、最後の 3 学年合唱『信じる』のコメントは「信じるとはどういうことだ

と思いますか？」と問いかけてくれ、その答えは・・・【信じることは生きる源】でした。今年第

50 回銀河祭、最後の 3学年合唱『聞こえる』のコメントは「『聞こえる』は世界中の平和を願って

書かれた曲です。中学を卒業して自立していく中で、私たち自身も平和と世界について考えられる

人間になりたいです。」でした。【中学３年生として、自立しようとした大合唱】が会場に響き渡り、

今年の大団円を迎えることになりました。 

銀河祭を通じて、3年生諸君から何度も何度も聞こえてきた「50 周年」「50 回」「50th」の言葉。

そして、その数字のもつ歴史に意味を込め、価値を見出そうとしてくれた取り組みでした。・・・

３年生がここまで口ずさんできてくれた大切な言葉が、その表情が、その仕草が、今度は２年生に

引き継がれていきます。これからは２年生諸君が「51 年め」「51 回」「51st」という言葉をつぶや

き、新しい挑戦に臨もうとしてくれています。 

「笑顔」をキーワードに全員が一丸となり、その「笑顔」を輝かせるために、常に、見えないと
ころでの努力や頑張り、仲間の支えがありました。どこに結末を迎えるのか心許なかった「シンデ
レラ」「ヘンゼルとグレーテル」「三匹のコブタ」のコラボストーリーが、最後の圧倒的な全校ダン
スにつながりました。会場のフロアーを全校の生徒諸君がクルクル回りながら、手拍子を合わせ、
歓声を響かせ、最後に閉祭宣言が告げられた後の再びの静寂が生徒諸君自身の満足感を象徴してい
ました。   
 

《 秋の大収穫！ 》 
 

＜合唱部＞  SBC こども音楽コンクール   
優秀賞 

 
＜作 文＞  青少年健全育成コンクール 

最優秀賞 3 年 西田麗夏さん「1月 4日という日」 
優秀賞  2 年 北村杏美さん「苦手なことに立ち向かって 

                                         入学式 担任の先生が引率して退場 


